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石
破
茂
前
首
相
の
退
陣
を
受
け
、
新
た

に
首
相
に
選
出
さ
れ
た
高
市
早
苗
氏
は
、

米
国
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
の
初
の
日
米

首
脳
会
談
を
無
難
に
こ
な
し
た
。
そ
の
後

続
け
て
開
か
れ
た
日
中
、
日
韓
の
首
脳
会

談
も
軒
並
み
好
印
象
だ
っ
た
よ
う
で
、
就

任
直
後
に
展
開
さ
れ
、
準
備
不
足
を
心
配

さ
れ
た
外
交
は
ま
ず
ま
ず
の
合
格
点
だ
っ

た
よ
う
だ
。
た
だ
、
ト
ラ
ン
プ
氏
に
つ
い

て
い
え
ば
、
今
回
の
ア
ジ
ア
歴
訪
の
本
命

は
米
中
首
脳
会
談
で
、
日
本
訪
問
に
は
、

中
国
と
の
会
談
を
前
に
、
揺
る
ぎ
な
い
日

米
同
盟
を
演
出
す
る
狙
い
が
あ
っ
た
。
そ

う
考
え
れ
ば
、
今
回
の
訪
問
は
課
題
を
棚

上
げ
し
た
顔
合
わ
せ
に
過
ぎ
ず
、
防
衛
費

や
関
税
交
渉
で
合
意
の
カ
ギ
と
な
っ
た
投

資
に
つ
い
て
の
シ
ビ
ア
な
交
渉
は
今
後
の

主
要
論
点
と
な
り
そ
う
だ
。

　
「
彼
女
は
勝
者
だ
。
き
ょ
う
、
日
本
と

米
国
の
株
式
市
場
は
史
上
最
高
値
を
更

新
し
た
」

―
。
神
奈
川
県
横
須
賀
市

の
米
海
軍
横
須
賀
基
地
の
原
子
力
空
母

「
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
」
を
訪
れ
、

米
兵
た
ち
を
前
に
演
説
し
た
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
は
、
高
市
首
相
の
肩
を
抱
き
寄
せ
、

そ
う
紹
介
し
て
み
せ
た
。
高
市
首
相
は
拳

を
突
き
上
げ
て
飛
び
跳
ね
な
が
ら
歓
声
に

応
え
た
。

　

さ
ら
に
ト
ラ
ン
プ
氏
は
「
日
米
関
係
は

世
界
で
最
も
卓
越
し
た
関
係
だ
」と
表
明
。

米
海
軍
横
須
賀
基
地
と
言
え
ば
、
イ
ン
ド

太
平
洋
地
域
を
管
轄
す
る
米
海
軍
第
７
艦

隊
の
拠
点
だ
。
ト
ラ
ン
プ
氏
に
は
、
中
国

な
ど
ア
ジ
ア
近
隣
諸
国
に
向
け
て
、
日
本

と
の
強
固
で
揺
る
ぎ
な
い
同
盟
関
係
と
抑

止
力
を
誇
示
で
き
る
よ
い
機
会
と
な
っ

た
。
高
市
氏
も
「
抜
本
的
に
防
衛
力
を
強

化
し
、
こ
の
地
の
平
和
と
安
定
に
貢
献
し

て
い
く
」
と
応
じ
、
国
内
外
に
米
国
と
の

蜜
月
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　
安
倍
氏
後
継
を
前
面
に

　

就
任
し
て
わ
ず
か
１
週
間
で
迎
え
た
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
と
の
初
会
談
。
高
市
氏
は

　

実
際
、
高
市
氏
が
初
め
て
自
民
党
総
裁

選
に
立
候
補
し
た
際
も
安
倍
氏
が
後
押
し

し
た
。
保
守
的
な
政
治
信
条
も
安
倍
氏
に

近
く
、
米
国
や
ト
ラ
ン
プ
氏
に
と
っ
て
も

親
和
性
が
高
い
。
こ
の
作
戦
は
あ
る
程
度

奏
功
し
た
と
い
え
る
。

　
先
手
必
勝

　

今
回
の
日
米
首
脳
会
談
の
課
題
は
、
防

衛
費
と
、
い
わ
ゆ
る
「
ト
ラ
ン
プ
関
税
」

に
関
す
る
対
米
投
資
が
大
き
な
位
置
を
占

め
た
。
防
衛
費
に
つ
い
て
は
内
々
に
国

内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
比
３
・
５
％
ま
で

上
げ
る
よ
う
要
求
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、
ト

ラ
ン
プ
氏
が
首
相
に
厳
し
い
数
字
を
突
き

つ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
も
あ
っ

た
。

　

先
手
を
打
ち
、
高
市
首
相
は
所
信
表
明

演
説
で
、
２
０
２
７
年
度
中
に
同
比
２
％

ま
で
上
げ
る
と
し
て
い
た
防
衛
費
を
本
年

度
中
に
前
倒
し
す
る
こ
と
や
、
安
保
関
連

３
文
書
を
２
０
２
６
年
中
に
改
定
す
る
こ

Ⅰ

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

泉
　
洋
海

ト
ラ
ン
プ
氏
と
親
交
が
深
か
っ
た
安
倍
晋

三
元
首
相
と
の
近
さ
を
前
面
に
出
し
た
。

土
産
に
も
安
倍
氏
が
愛
用
し
て
い
た
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
を
用
意
し
た
。
事
あ
る
ご
と
に

安
倍
氏
の
名
前
を
出
し
て
称
賛
し
て
い
た

ト
ラ
ン
プ
氏
。
高
市
氏
に
対
し
て
も
「
シ

ン
ゾ
ー
は
素
晴
ら
し
い
友
人
だ
っ
た
。
あ

な
た
の
こ
と
も
以
前
か
ら
よ
く
褒
め
て
い

た
」
と
賛
辞
を
贈
っ
た
。
さ
ら
に
「
質
問

や
疑
問
、
要
望
が
あ
る
と
き
に
は
力
に
な

る
」
と
新
首
相
へ
の
気
遣
い
を
み
せ
た
。

　

互
い
に
ゴ
ル
フ
が
好
き
で
、
過
去
に
２

度
一
緒
に
プ
レ
ー
し
た
安
倍
氏
と
ト
ラ
ン

プ
氏
。
１
期
目
で
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば

「
シ
ン
ゾ
ー
、
ど
う
思
う
？
」
と
相
談
し
、

安
倍
氏
の
言
う
こ
と
に
は
耳
を
貸
し
て
い

た
と
さ
れ
る
。
安
倍
氏
は
国
際
会
議
な
ど

で
も
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
孤
立
し
な
い
よ
う

に
気
遣
っ
て
い
た
と
い
い
、高
市
氏
に「
力

に
な
る
」
と
話
し
た
の
は
、
安
倍
氏
の
こ

う
し
た
振
る
舞
い
を
意
識
し
た
も
の
か
も

し
れ
な
い
。

課
題
棚
上
げ
し
た
日
米
首
脳
会
談

～
今
後
の
外
交
の
展
開
は
先
行
き
不
透
明
～
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と
を
表
明
。
会
談
で
は
ト
ラ
ン
プ
氏
か
ら

の
数
字
を
挙
げ
て
の
要
求
は
な
く
、「
日

本
側
が
防
衛
力
の
増
強
に
努
力
し
て
い
る

こ
と
は
分
か
っ
て
い
る
」
と
評
価
す
る
コ

メ
ン
ト
も
あ
り
、
関
係
者
は
胸
を
な
で
下

ろ
し
た
。

彼女は勝者だ

の
投
資
を
、国
際
協
力
銀
行
（
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
）

や
日
本
貿
易
保
険
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
）
な
ど
の

融
資
や
出
資
を
通
じ
て
資
金
提
供
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
米
国
の
製
造
業
の
再

生
や
貿
易
赤
字
削
減
に
貢
献
し
つ
つ
、
日

本
企
業
の
北
米
進
出
な
ど
日
本
側
に
と
っ

て
も
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
よ
う
、
採
算
が
度

外
視
さ
れ
て
い
な
い
か
な
ど
も
精
査
す
る

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

今
回
の
会
談
後
に
は
、
共
同
記
者
会
見

が
開
か
れ
な
か
っ
た
。
木
原
稔
官
房
長
官

は
会
見
で
「
共
同
事
業
に
つ
い
て
は
、
相

手
国
と
相
談
し
な
が
ら
総
合
的
に
判
断
し

て
い
る
」
と
述
べ
る
に
と
ど
め
た
。
日
本

側
に
つ
い
て
い
え
ば
、
主
な
内
容
は
事
前

に
発
表
な
い
し
は
発
言
さ
れ
て
お
り
、
改

め
て
強
調
す
る
よ
う
な
内
容
は
な
か
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
後
も
高
市
氏
は
タ
カ
派
イ
メ
ー
ジ

の
緩
和
に
努
め
、
日
中
、
日
韓
首
脳
会
談

も
無
難
に
こ
な
し
た
。
だ
が
、
本
格
化
す

る
国
会
で
少
数
与
党
の
状
況
は
変
わ
ら

ず
、
物
価
高
や
日
本
維
新
の
会
が
求
め
る

定
数
削
減
な
ど
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
が

試
金
石
と
な
る
。今
後
の
外
交
の
展
開
は
、

与
党
と
し
て
政
権
地
盤
を
固
め
内
政
を
実

行
し
た
延
長
線
上
に
あ
り
、
決
し
て
平
た

ん
な
道
で
は
な
い
。　

　

ま
た
、
高
市
氏

は
ト
ラ
ン
プ
氏
が

タ
イ
と
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
和
平
や
中
東

で
の
停
戦
合
意
に

寄
与
し
た
こ
と
を

挙
げ
、「
歴
史
的

偉
業
で
、
短
期
間

に
世
界
は
よ
り
平

和
に
な
っ
た
」
と

し
て
、
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
に
推
薦
す

る
と
伝
え
た
と
い

う
。
ト
ラ
ン
プ
氏

は
か
ね
て
同
賞
に

意
欲
を
見
せ
て
お

り
、
同
氏
の
プ
ラ

イ
ド
を
く
す
ぐ
っ

た
格
好
だ
。
以

前
、
安
倍
元
首
相

も
ト
ラ
ン
プ
氏
を

推
薦
し
た
こ
と
が

今
後
、
米
国
が
日
本
に
防
衛
費
増
額
を

迫
っ
て
く
る
可
能
性
は
大
い
に
あ
る
。

　
先
行
き
不
透
明

　

防
衛
費
と
合
わ
せ
日
本
政
府
が
ア
ピ
ー

ル
し
た
の
は
、
米
側
の
関
税
引
き
下
げ
と

引
き
換
え
に
日
本
側
が
投
資
を
約
束
し
た

内
容
の
「
フ
ァ
ク
ト
シ
ー
ト
」
だ
っ
た
。

　

公
表
さ
れ
た
の
は
４
分
野
21
件
で
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
分
野
▽
Ａ
Ｉ
向
け
電
源
開
発
▽

Ａ
Ｉ
イ
ン
フ
ラ
の
強
化
▽
重
要
鉱
物
な
ど

だ
。
例
え
ば
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
は
、
米

ウ
ェ
ス
チ
ン
グ
ハ
ウ
ス
に
よ
る
原
子
炉
や

小
型
モ
ジ
ュ
ー
ル
炉
（
Ｓ
Ｍ
Ｒ
）
の
建
設

な
ど
に
三
菱
重
工
業
や
東
芝
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ
な

ど
の
企
業
が
関
与
を
検
討
し
て
い
る
ほ

か
、
大
規
模
電
力
イ
ン
フ
ラ
を
構
築
す
る

た
め
の
仕
様
や
設
計
、
運
用
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
の
設
計
、
開
発
な
ど
に
は
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
グ
ル
ー
プ
が
手
を
挙
げ
た
。
需
要
が

伸
び
る
Ａ
Ｉ
関
連
の
イ
ン
フ
ラ
強
化
を
目

指
す
投
資
も
多
い
。

　

事
業
規
模
総
額
は
約
４
０
０
０
億
ド
ル

（
約
60
兆
円
）
に
上
る
が
、
検
討
や
関
心

を
示
す
こ
と
と
実
際
に
投
資
を
実
行
す
る

か
は
ま
た
別
の
話
で
不
透
明
だ
。

　

関
税
引
き
下
げ
の
条
件
と
し
て
、
日
本

は
米
国
に
５
５
０
０
億
ド
ル（
約
84
兆
円
）

分
か
っ
て
い
る
。

　

高
市
氏
に
と
っ
て
は
失
敗
で
き
な
い
会

談
で
上
出
来
だ
っ
た
と
は
い
え
る
。
が
、

防
衛
費
に
つ
い
て
、
北
大
西
洋
条
約
機
構

（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
５
％
の
目
標

を
設
定
す
る
こ
と
で
米
国
と
合
意
し
た
。


